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よると,発光帯は長 ･短寿命の2成分からなり,それぞれがPbイオンの最低 3重項副準位 (3p｡,3pl)
に起因するものと同定することができる｡ またこの2成分の発光帯のエネルギー間隔,即ち両準位の分裂
幅はクラスターサイズの増大と共に小さくなり,これがサイズ増大の極限としてのPbI2結晶における励
起子の1重項,3重項分裂幅につながることがわかる｡この励起子準位分裂幅の大きさが電子 ･正孔交換
相互作用の大きさによっていることを念頭において考えると,クラスターサイズによる準位間隔の連続的
な変化は,励起状態の空間拡がりの変化を反映していることになり,励起状態がクラスター中に広がった
励起子としての性格をもっているとの結論が得られる｡
このように,原子集団が,分子としてとらえられる領域を越え,10原子程度以上のクラスター状になっ
たとき,励起電子状態の空間遍歴性,即ち励起子性が準位分裂幅の変化を通して明瞭にとらえられた本論
文の結果は,これまでに例のない興味深い成果となっている｡
論文は更に,クラスター励起状態の格子緩和について詳細な解明を行っている｡ 発光スペクトルの温度
変化とこれに伴う時間応答の変化を調べた結果から,励起子発光が昇温と共に自己束縛励起子発光に変換
されることを明らかにしている｡特にこの場合に,格子緩和に対する自由励起子の安定性がクラスターサ
イズの増大と共に増すとの結論が得られている｡ 一般に励起子 ･格子相互作用による安定性の変化は,励
起子帯幅と格子緩和エネルギーの競合に支配されるが,この系においては,クラスターサイズによる励起
子帯幅の変化に伴って励起子安定性が推移することが明瞭に捉えられている｡
このように励起状態の緩和過程においても励起子性,及びそのサイズ依存性を極めて明解に示すことに
成功している｡
微粒子やクラスターの研究においては普通,粒子サイズの乱雑分布による不均一性が不可避的な問題に
なるが,申請者はこの不均一性に覆われたスペクトルの中から,励起子性の特徴となる現象を巧みに抽出
する手法によって,明解な結論を導いている｡ これらの方法と得られた成果は光物性研究の分野に重要な
貢献をなしたものと言うことができる｡
従って,本申請論文は博士 (理学)の学位論文として一分な価値を有するものと認める｡ なお,主論文
に報告されている研究業績を中心に,参考論文の内容,ならびにこれらに関連した研究分野について口頭
試問を行った結果,合格と認めた｡
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